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松村 穂高さん

東大阪市消防局西消防署

大阪府立八尾高等学校 出身
2014年 人間健康学部 卒業

子どものころに見た消防局の出初め式。
遠い日の憧れが今の自分を作りました。
消火活動、危険排除、救急支援が消防士・松村穂高さんの主な
仕事です。緊急出動以外も、管轄地域のパトロール、立ち入り検
査、時には学校や工場などでの消防訓練なども実施しています。
松村さんが消防士を目指したのは、子どものころ、東大阪市消
防局の出初め式を見たことがきっかけでした。その時目にした消
防士の勇姿に憧れを抱き「消防士になる」と決意したのだそうです。
人間健康学部の１期生として関西大学に入学した当初、松村さ
んは体を動かすことについての研究をしようと考えていましたが、
徐々に「人のために働くことがどういうことなのか、しっかり学びた
い」と思うようになり、福祉と健康コースへ進むことを決めました。
希望がかない消防士になった松村さんは、ちょうど新しく納
入されたばかりのはしご車の隊に配属され、火災の減少から出
動件数自体は減少傾向にあるものの、常に気を緩めることなく
非常時に備えていると言います。市民の安全を直接守る火災
時などの緊急出動に使命感と責任を持っている松村さんです
が、いずれは需要が増加している救急隊に所属し、多くの人命
を助け、社会の役に立ちたいと考えているのだとか。
「どんな仕事でもそうですが、特に消防士には“情熱”が必要
です。情熱と気持ちさえあればきっと極められるはず」。松村さ
んは消防士を目指す後輩たちに向かい、まさに情熱的にエー
ルを送ってくれました。

作業中のけがから手を守る革製の白い手袋と消火活動時などに着用
する防火用の手袋。

公務員／消防士

物理学の基礎を応用に発展させ、研究・開発の取り組み方を習得。

齊藤正教授の環境デバイス物理研究室は、それまでに教室で学んできた物理の基
礎を応用に進化させていく、実践的な学びの場です。ここでは、有毒な物質や希少元
素を使わず、環境に有益な機能を持つデバイス、つまり「人や地球環境にやさしいデ
バイス」である「環境デバイス」に焦点を定めて研究しています。私たちの身近な例で
は現在、携帯電話には少量のヒ素を含んだデバイスが、タッチパネルや液晶パネルに
は希少元素インジウムが使われているとのこと。本研究室では、そういった物質を排
除したデバイスを探求しており、環境デバイス実現に必要な物質の性質（＝物性）を調
査、入手可能な物質から欲しい特性を得るためのデバイス構造設計の研究、そして物
性やデバイス特性をいかに測定するかの評価方法などの研究をしているそうです。
具体的な研究テーマは主に、青色発光有機ELなどの「発光デバイス」、太陽光に感度
を持たない紫外線センサーや透明太陽電池といった「受光デバイス」、色・反射率を制
御する「光制御デバイス」や、他にも光触媒によるリグニンという木材に含まれる高分
子の分解など。学生は齊藤教授からアドバイスを受けながら、自分でテーマを決め、調
査・研究を進めます。答えがあるかどうかも分からない未知の研究に取り組むことは
研究に限らず、将来、何をするにしても役立ち、その失敗も含めたさまざまな経験は
社会に出るためのいわば強力な基礎固めなのだとか。
学生の研究に立ち会っていると、教授自身も理解できない不思議な現象に遭遇す

ることがあり、それは予想外で、新しい研究テーマになり得るものもあるのだと言い
ます。齊藤教授いわく、「自然は完璧なコンピューター」。いかに使いこなし、突き詰め、
答えを導き出すか。それがこの研究室の一番の目標なのかもしれません。

システム理工学部

「環境デバイス物理研究室」
齊藤正 教授

半導体に興味があり、モノづくりをしたくて、この研究室に入り
ました。自分自身も経験したことですが、成果が出なくても頑
張ってほしいですね。思わぬところでその失敗が役に立つこと
もあったりして、無駄はないのだと思います。

原章徳さん（2015年理工学研究科博士課程前期課程修了　取材時はM2生）

研究室ではやりたいことができます。研究では行き詰まること
もありますが、深く考える習慣が付き、計画的に進めることの
重要性も実感しました。勉強は難しくても、将来役立つと思う
ので、大学ならではの苦労を楽しんでほしいです。

渡辺紗世さん（2015年卒業　取材時は4年次生）

環境デバイスを主題とし、個々の研究テーマを決定、探究。
その研究を通して、さまざまな事柄のプロセスを学びます。

ある1日の
スケジュール

実験装置も整い環境がそろっ
ている上、テーマ設定も含め
て自由度が高い研究室だから
こそ、ひと暴れしたいという元
気な人に来てほしい。おとなし
く真面目もいいけれど、質問
など臆せずに、失敗を恐れる
ことなく、多少、無遠慮なくら
いの積極性を持って研究に向
かってもらいたいと思います。

システム理工学部
齊藤正 教授
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車両・資器材点検パトロール
昼食・休憩
パトロール、事務処理夕食・休憩

訓練
トレーニング、事務処理仮眠

（翌）
朝食、事務処理引き継ぎ準備、引き継ぎ
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